
……これぞ低予算の「B級映画（？）」ながら、ピンクのスーツに身を包ん

だ金髪の美女キム・ベイシンガーの行くところ、次々とエルヴィス・プレス

リーのそっくりさんが死んでいくというケッタイなテーマを面白く描いたA

級作品。さてそのカラクリと行きつく先は……？　５０万ドルの低予算で２億

ドルを売りあげたという『マイ・ビッグ・ファット・ウェディング』（０３年）

と同じように、さて２匹目のどじょうは柳の下にいるのだろうか？　ところ

で、こんな映画まで観ている映画評論家は俺くらいなもの……？

 エルヴィスは永遠……？

　私たち団塊の世代にとって、エルヴィス・プレスリーはビートルズが大ヒット

する前の「洋楽」の大スター。ポール・アンカの『ダイアナ』、ニール・セダカ

の『恋の片道切符』、コニー・フランシスの『バケーション』などを聴き、何と

カッコいい曲だろうと思っていたところに、突然登場したエルヴィス・プレスリ

ーは、「不良」というイメージを伴いつつ、魅力いっぱいの存在だった。

　しかし、否応なく詰め込み受験教育システムの中に身を置かされていた私にと

っては、それはほんのちょっとした息抜きにしかならなかったもの。しかし、当

のアメリカでは……？

　ビートルズがイギリス国民にとって「神サマ」であるのと同じように、アメリ

カ人にとっては、白人・黒人を問わず、１９５０年代のエルヴィス・プレスリーはま

さに神サマ……？
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 キム・ベイシンガー観たさに……？

　大阪府下で唯一この映画を上映するのは、例によって（？）ホクテンザ１。何

の前評判もなく、明らかにB級と思われる映画だが、私がこれに注目したのは主

演女優のキム・ベイシンガーの名前によるもの。金髪美人の彼女は、１９９７年の

『L.A. コンフィデンシャル』で高級娼婦役を演じて強い印象を残した女優。後日、

彼女がこの映画でアカデミー賞助演女優賞を受賞したことを聞き、私は大いに納

得したものだった。

　私には典型的なアメリカ美人に見えるこのキム・ベイシンガーをこの映画の予

告編で観たときは、かなりマンガ的な映画だと感じたが、それでも観ておこうと

思ったのは、ただ１つこのキム・ベイシンガーの魅力のため。

　パンフレットを読むと、彼女は何と１９５３年生まれとのことだが、その美しさは

なお健在。後述のように、この映画ではピンクのスーツと黒のドレス姿しか観ら

れないのは少し残念。これだけの大女優なのだから、ハリウッドでも、そのファ

ッションセンスをたっぷりと活かして、韓流に負けない感動ドラマを是非作って

もらいたいものだが……？

 相棒は？

　ピンクのキャディラックに興味を示したことがきっかけで、その車の主である

ハーモニー（キム・ベイシンガー）のことが忘れられなくなるハンサム男マイル

ス・テイラーを演ずるのはジョン・コーベット。彼は、５０万ドルという低予算な

がら２００２年にアメリカで公開されるや大ヒットし、２億ドルの売り上げを達成し

た『マイ・ビッグ・ファット・ウェディング』（０３年）でも、ハンサム男の役で

登場した俳優（『シネマルーム３』２５９頁参照）。

　この映画を含めて、彼はジョエル・ズウィック監督の下で女を口説くハンサム

男役ばかりで登場しているが、私の見立てでは、スーツで覆われた下にある彼の

身体の筋肉美は相当なもの……？　したがって、次は低予算映画から脱却し、一

転して上半身ムキ出しのアクションものに挑戦すれば、女性客にバカ受けするの

では……？
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 低予算映画の典型だが……？

　この映画は『マイ・ビッグ・ファット・ウェディング』に続く明らかな低予算

映画。それは、ジョエル・ズウィック監督自身がインタビューで「最も大きなハ

ードルはエルヴィス・エステイトから許可をもらうことだった」が、「最も難し

かったのは予算内で映画に必要なたくさんのエルヴィスの曲を確保することだっ

た」と述べていることからも明らか。また、映画を観ていても、主役のキム・ベ

イシンガーの服装はたしかにいい「仕立て」なのだろうが、最初から長い間ずっ

とピンクのスーツ一着のみ。途中、気持が切り替わり、「恋の予感」にワクワク

しながら、黒のドレスに切り替わるものの、後半はまたこれ一着のみ。

　また、相棒のマイルスもきちんとしたスーツを着ているものの、基本的にはこ

れ一着のみ。もっとも、このスーツは、彼自身が車のトランクの中に長い間閉じ

込められたため、かなりボロボロになったようだが、その程度の消耗は想定の範

囲内……？

　もちろん、たくさんの数のエルヴィスの「そっくりさん」のほとんどはエキス

トラだし、その衣装はすべて安価な貸衣装のはず……？

　この映画を観れば、アイデアを明確に立てて企画が通りさえすれば、低予算で

も十分面白い映画がつくれることがよくわかる……？

 トム・ハンクスも犠牲者の１人……？

　この映画では、４人のエルヴィスのそっくりさんが犠牲になり、それにキム・

ベイシンガー（？）が関与することになる。そしてそれが、前半のストーリー構

成の面白さのポイント……？

　犠牲者の第１は「燃えるエルヴィス」、第２は「看板下敷きエルヴィス」、第３

は「口紅脳天直撃エルヴィス」だが、何と第４の「メイルボックス　エルヴィ

ス」を演じるのは、あのトム・ハンクス。もっとも演じるといっても、バイクに

乗って道路を走っているだけの役だから、オレにだってできそうなものだが

……？　そしてこれを「カメオ出演」というらしいが、それは……？

　そしてさて、トム・ハンクス演ずる「メイルボックス　エルヴィス」は一体ど
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んな犠牲に……？

 アーロン役にも注目……？

　この映画でマイルスの部下アーロン役を演じたのは、『ロード・オブ・ザ・リ

ング』３部作（０１～０３年）で、主人公フロドの旅に同行する忠実な友人サムを演

じて注目を集めたショーン・アスティンとのこと。このアーロンは、マイルスと

電話で口紅の広告のやり方についての意見を闘わせるだけの役目だが、ストーリ

ーのつなぎとしては重要で、ジョエル・ズウィック監督からのお声がかりによっ

て喜んで馳せ参じたとのこと。なるほど、映画ってそんな形でつくられていくわ

けだ……？

 大小２人の捜査官はオール阪神・巨人……？

　この映画本来のテーマはハーモニーとマイルスとのラブコメディだが、ストー

リー展開はエルヴィスのそっくりさんの連続殺人事件……？　そこで、その事件

を追うFBIの捜査官が２人登場するが、これが今や関西の漫才界の重鎮となった

「オール阪神・巨人」と同じような大男と小男の２人。次々と変死を遂げていく

エルヴィスのそっくりさんの死体（？）の側にはなぜか、ピンクレディ化粧品の

口紅が……？

　それを手がかりに捜査を進めてきたこのコンビは、口紅のついた唇を写した紙

を頼りに、パソコンで合成した犯人（？）の顔写真を持って、ラスベガスで開催

されるエルヴィスのそっくりさんコンテスト会場に潜入捜査。その職務の熱心さ

には感心するばかりだが……？

 アメリカでは「おかま」は市民権を……？

　次々と目の前で起こる惨劇に怯えながら逃避行を続ける（？）ハーモニーの心

の支えになったのは、同じ化粧品販売をしている「おかま」の男性のダーレン

（フィリップ・チャールズ・マッケンジー）。

　日本ではまだ十分に認知されていないが（？）、アメリカは同性愛者にもおか

まにも既に十分な市民権を与えている社会……？　面白いのは、このおかまのダ
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ーレンとマイルスとの対話、そしてダーレンと２人のFBI捜査官との対話。この

中で私たちが学ぶべきことは、おかまという偏見を持たず、あくまで対等な人格

として向かい合うことの大切さ。そうすればダーレンもまともな対応をするもの

の、いったん差別的、偏見的発言をしようものなら、その反発は……？

 ハーモニーとエルヴィスとのめぐりめぐる縁は……？

　ハーモニーの母親ボベット（アンジー・ディキンソン）の職業は自動車の修理

工という珍しいもの。そこで、母親が預かり修理していたのが、あのエルヴィ

ス・プレスリーが大好きだった愛車キャディラック。少女時代のハーモニーは、

この本物のエルヴィスと話し、エルヴィスが運転するキャディラックに乗せても

らったほどの仲……？　そのエルヴィスが死亡したのは１９７７年８月１６日。そして

エルヴィスの死亡は大きな悲しみをもってハーモニーの母親にも届けられたが、

その影響をハーモニーはどのように……？

　そんなハーモニーだから、今はピンクレディ社の化粧品のセールスレディとし

て抜群の成績をあげているが、その営業のために１人車を運転して各地を転々と

する生活は全く苦ではない様子。そしてそんな彼女が乗る車はあのプレスリーと

同じキャディラックで、その色はピンク一色というド派手なもの。

　この映画をずっと観ていると、エルヴィスのそっくりさんの死亡にこのハーモ

ニーが関与しているのは、何も今回に限ったことではないということが次第に見

えてくる。そしてそれは一体ナゼ……？

　この映画を観る皆さんには、「親の因果が子に報い……」というおどろおどろ

しい（？）因果応報の考え方ではなく、あくまでアメリカ流（？）そしてラスベ

ガス流（？）で、明るくそれを分析してもらいたいものだ。

 おシャレな結末に乾杯！

　エルヴィス映画（？）であるこの映画のハイライトは、何といっても華やかな

エルヴィスのそっくりさんコンテストが展開される舞台。このコンテストにエン

トリーした以上、出演しなければ怪しまれることに……？　そこで舞台に登場し

た大小２人の捜査官が演じたエルヴィスの題目は……？　そして優勝の行方は
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……？

　さらにハーモニーの口から思わず出た「エルヴィスは生きている……」との言

葉が突然一人歩きし始めた結果、大勢のそっくりさんたちがとった行動は……？　

そしてその結末は……？

　ハーモニーが関与したところではエルヴィスのそっくりさんが犠牲になるわけ

だが、そんな大惨事（？）をお笑いに変え、ハーモニーとマイルスとの恋をハッ

ピーエンドに導く手腕はさすが達者なもの……。

　おシャレな結末に乾杯だ。

 ２００５（平成１７）年９月５日記 
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産経新聞　２００５（平成１７）年９月３０日（本書１６２頁参照）




